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t￥」報笛76－3’．暦

サハラ以南に関するアラビア語資料（1）

竹
西
田
尾 哲
新
夫

Arabic　ex£erna｝sources　of　East　and　Wes£Africa（1）

Sh量n　TAKEDA

Tets“o　N互SH王O

　　Araも玉c　materlals　have　long　beeR　recGgnlzed　to　be　indispensab玉e　sources　for痴e

historlcal　study　o董East　and　WesもAfrica（or，　more　appropriately，　A｛ユ・iea　to毛he

so虞h　oξt難e　Sahara）．　IR　terms　of　their　provenance，£hese　Arabic　sources　can　be

classified　intoもwQ　k重nds，　one　be重ng　written　by勧digeno礒s　African　people，　and£1、e

o£her　be重ng　wr重tten　by　the　other　peop｝e，　exc玉us｛vely　Arabs　and｝：）ersiaRs．　The

present　autliors沁£h重s　paper　w重ll　trans星a£e£he　Ia£ter　k｛nd　of　Arabic　materials

int◎Japanese，　provid重ま｝9　as　detailed　annotations　as　possible，　V㌧le　have　もwo　pri嶽一

cip’a1四rposes．　The　f重rst　is　toひrovl（量e　Arabic　sources　for　f‘AfricaB童sts”，　to　whom

Arabic　li£erature　is　hard｝y　accessible．　The　second，拠ore　i㎜por乞a穀縫y，呈s宅o　ex＿

a磁ine　both　w｝1at£he　Arab一王sla憩ic　idea　isもo、vard　Sub－Saharan　Af1・董ca，　and　how

the　圭（lea　has　developed，　by　takl簸g　ful｝advantage　of　these　mater量als　as　the　so疑rce＄

for飴e　history　o｛the互・elatlo澄ship　between　the　Araトlslamic　world　and　Africa．

To　puもi£ill　general　ter搬s，　we　wlll　tl・y£o　examl貧e　ln　what　way　accumulated　va－

rio魏s　kinds　of‘‘kDowle（lgeラ’c◎籍cerning　the◎ther　wor董d（peoP圭e，　c臆1£嫉re，　etc，）良re

腿o玉（達ed，　throu9｝i　motivated　reformaしi◎r｝　a獄d　reasoning，　into　毛卦e　stereo－type（圭

v呈ews　boもh　in　もhe　ind圭vidual　min（圭s　ait〔圭　in　the　soc圭eもy．　C◎nsequent圭y，　literary

works（Adab）as　wel玉＆s　geographlcal　and　historica｝組ateria至s、v灘be　discusse〔三．

（ln　what蚕ol韮ows，　we　w重玉l　transiate　al一至くhuwarazmi’s　SLIrat　a｝一’ard，　Ibn　Qutaybゴs

Adab　a｝－katib　anc｝Kitab＆レma’arif，王b籍　’Abd　al－Haka｝’ガs　Futuh　misr，　and　aレ

Ya’qubデs　Ta’rikh．〉
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サハラ以痢に関するアラビア語資糖11

1

　ヨー一ロッパの過去のアフリカ観に根ざした「歴史のない暗黒大陸アフリカ」という考え方は，根

拠のないものである。さらに，その考え方の学問的反映として，アフリカ（特にサハラ以爾のアフ

リカ）の歴史研究に際し，史料幾判という基本的操作が十分に麿効ではないとする態度もまた，正

しいものではない。アフリカ史の歴史の資料としては環頭伝承や文字資料が重要であるが，中でも，

ヨーロッパ側の史料がないナ五世紀以前については，アラビア語資料が不可欠である。Lewlcki

（1969）によれば，そのようなアラビア語資料は，アフリカの現地人自身が書いた内的資料（internal

source＞と，その飽の人が書いた外的資料（external　source）に分けられるが，本稿で訳患する文

献は基本白勺には後者に属する。隅種の試みとしては，すでに，Koubbel＆Matveev（196◎一〉，　Cuoq

（1975），Hopkins＆Levtzion（1981）があるが，いずれも地理，歴史文献を中心に扱い，最初のも

のは，東西アフリカを，後者の二つは，繭アフリカを対象としている。本稿では，サハラ以南に属

するアフリカ全体を扱い，東アフリカ（の入々）を指すザンジュ（Zaial＞，西アフリカから中央ア

フリカ（の人々）を指すスーダーン（sndan）の二つの言葉をキーワードとして，その関連部分の

訳燃を試みる。なお，ベジャ，ベルベル，ババシャ（エチオピア）については，燐群1「ブラック・

アフリカ」に属する地域でないということと，特に，エチオピアについてはキリスト教麟でもあ｝〉　，

ゲーズ語等による独懲の文献が豊欝にあるので，訳出の対象としない。また，以上のような地域に

関するアラビア語資料は，アフリカ史の再構築に不可欠であるが，本稿では，アフリカ史研究者に

岡時代史料を単に提供するというやや消撫約な冒酌のためだけでなく，より積極的に，アラブ・イ

スラム無界とアフリカ世界の交渉史料として，預雷者ムハンマドによるイスラム教成立以降の爆発

酌なアラブ・イスラム世界の拡大に伴う他世界認識の変化を跡づけてみたい。従って，見聞などの

薩接情報を含む地理，歴史文献だけでなく，伝説や諺などのアラブ批界での「アフリカ観」に根ざ

した情報を含む，広い意味での文学（アダブ）作晶をも資料として扱うことにする。

H

　フワープズミー（a1－｝蜘uwarazm⇒の名で呼ばれるAbit　Ja’far　Muhammacl　b．　Masa）は，陶身或い

は先祖がアラル海の繭のホラズム（K．h　uwarazm）撫身と思われるが，アッバース朝第七代カリフ

al・Ma’mRn（在位813～83）の時代，バグダードの学術研究施設「知恵の館j　lこ務め，マアムーン図

と称される世界地図の作成に参繍した他，代数学書”tiジャブルとカーバラの計算に関する要説藷等

を著し，847以降に没したとされる数学家，天文家，地理家である。凶みに，ヨーwッパでは，こ

の代数学織を通じて，Aisroritl｝mi，　a’Xi．gorithmtisというラテン語名で卸られる／t、彼の地理講二罫大地の

姿（K．＄erat　aF撚熾諾183確三以降？〉は，赤遵以北を七つの平行幽即ち気候帯（iψ麟に分け，

各気候帯〔赤遵以齋と第七気候常の北を加増）にある都市，由岱，河規の経緯度や，主な海洋と島
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学報第76－3号

醜の経緯度などを記したもので，現存していない本体たる地図に付けられた説明書と推察される。

この書は，プトレマイオス　（Claadius　Ptolemaeus　168年頃没）の樋理学入門　（Geographice

Hyphegesis＞Sに依拠したものだが，特にア・フリカについてはそれが顕著で，殆どが二世紀当時の

情報をそのまま載せている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl｝
　Abli　Ja‘far　Mubammad　b．　M懸sa　ai－Khuwaraznli，＄zlrat　al－’ar4，　ed、　Hans　voR　Mz三k，　Vienna　1926

　　　　　　赤道の後ろにある町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緯度　　　　　　　　　　　　　　経度
　　　　　　　　　にき
海に面したRafata　　　　　　　　65c’0’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8°0’

　第一気候帯にある町
　　　　　　はユ
Yarz1thaの町　　　　　　　　　　10°0’　　　　　　　　　　　15”30’

　　　　　　ほぎ
Mag♪ura（7）19fl“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12“30’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15°Ot

　　　　　　　　　　ゆ
ザガーワ　（Zaghawa）　　　　　　60“1s’　　　　　　　　　　11“0’

　　　　　　　　　　ゆき
カウカウ　（Kawkaw＞　　　　　　　　48℃’　　　　　　　　　　　　　10”15’

　　　　　　　　い
ガーナ（Ghana）　　　　　　　　44｛’30’　　　　　　　　　　10°45’

　第二気候帯にある町

　　　　　　　　　ゆき
T》amund｛｝qana（7）llfJ’　　　　　　　　　　　23c30’　　　　　　　　　　　　　　　　　18°0’

　　　　　　　ぢね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まユひ

Ri帥署線の町　　　　　　　　　　　25（’30’　　　　　　　　　　18°20’

　赤道の後ろにある山

　　　　　　　　　　始めの境界　　　　終わりの境界　　　色

　　　　　　　　　　経度　　　緯度　　　経痩　　　緯度
駁｝

1）awkhis掃1　　　　　　　　　　　8°30’　　　　　0°50’　　　　　　13’：30’　　　　4℃’　　　　　　　黄

　　　　　ほお
Ya轟aqlas　tl．1　　　　　　　13°45’　　　10c35’　　　18”40’　　　6°30’　　　　瑠璃色

　　　　　くゆ
Hasafaris由　　　　　25°Ot　　10°25’　　28“45’　　7°20’　　赤

　　　　ゆ’lnTsql　l．Lg　　　　　　　　　　　　24．“40’　　　　1xiC20t　　　　3030’　　　　　11VIOt　　　　瑠｝嵩色

　　　　　ほむ
’Aliha山　この由の一音15は第…一気候帯に，また一部は赤道の後ろにある

　　　　　　　　　　32‘“IO’　　9°25’　　32“30’　　2“45t　　赤

　　　　　ほはB盗rdlちa【l　l－11　　　　　　　　　　　37“0’　　　　　　6°0’　　　　　　42“’0’　　　　　　6“O’　　　　　　　黄

　　　ぬミ
月の山　エジプト（Ml＄r）のナイル（醐）川はここから流れ出る

　　　　　　　　　　46°30’　　　　ll“30’　　　　61°J「O’　　　　11°30’　　　　坊ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湾71
始まりが旗道の後ろ1［　，終わりが第一一気候帯にあるii達

　　　　　　　　　　46°50J　　　　9“50’　　　　　51°0’　　　　　23°45’　　　　婁失色

　　　　　ほゐ
a1．Filiy‘i山　　　　　　　　　58℃’　　　　0°0’　　　　　60°10t　　　3◇25’　　　　審失色

　第一一気候帯にある出
　　　　　ほミお
（），i　fas　｝1］　　　　　　　　　　　　　27°00’　　　　8“0’　　　　　　　27“0’　　　　　　12“40’　　　　　勇ミ

峰の方鶴

爾

北

北

西

南

塾r墾

画

西
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　　　　　　　ゑゆ
　　　Thala山　　　　　　　　　　38°30’　　　11°0’　　　　38°4α

　　　　　　　　　　が
　　　レArUwal雛s由　　　　　　38°45’　　　3°20’　　　44°0’

　　　　　　　　　　　　　　　¢鼠1
　　　ガーナの由，下（≧hara恥as出

　　　　　　　　　　　　　　43e50’　　　　8°50’　　　　　44Q35’

　　　　第二気候帯にあるlk
　　　　　　　　　ぼホ
　　　（無名の）由　　　　　IS”e’　　　16°20’　　15°0’

　　　　　　　　　セね
　　　（無名の）由　　　　　24°0’　　　20°0’　　　24°10t

　　　　　　　　　をみ
　　　（無名）のゆ　　　　　27°0’　　　20℃’　　　27°0’

　　　　　　　　　が　　　　Sargha㌻Gs　L£1　　　　　　　　29°O「　　　　　20°O’　　　　　33°30t

125i

　　　　Jirj｛ris　l．｛．1　　　　　　　　　　　39°10’　　　　21°0’　　　　　43°30’

　　　　　ゆ
騰の外海　……

7°15’

3”20’

黄　　　臆

バラ色　爾

12°45’　　瑠璃色　　薦

24°0’

23°0’

23°0’

20°0’

21℃’

瑠璃色

バラ色

黄

瑠璃色

青色

東

藪

鷹

北
　「霊霧

南

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コみ

　その始まりは経度1°0’・緯度0°IO’からで，経度20“0’・緯度0°10’まで至ると，短外套〈ta　．y　lasc　n＞　の

形に経度17“Ot・緯度8°0’まで進み，経度9“0’・緯度8”30’を逓り，丸口（（lllwal“a）の形1こ経度7℃’・緯

度12a30’まで至る。次で経度9°45’・緯度12°20’まで至り，更に経度9°45’・緯度三6“0’へと進み，経度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コリ
10°0’・緯度i6°0’を逓って，経度10°0’・緯度17“O’まで至る。次でシャーブーラ〈s麺bara！　の形に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱほ経度9°20’・緯度18°10’まで至ると，そこにはNawiycis川　の湾嶺がある。海は経度9”5Q’・緯度

ig°40’へと進み，シャーブーラに似た形に経度9’”15’・緯度21℃’まで戻り，経度9◇45’まで薫るが，そ

　　　　　　　　　くニうの
こには母掘sayrus刈　の河口があり，緯度は21°45’である。海は経度9“10’・緯度23℃へと進み
＿＿“2，

江t：肇

　　……緑の海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ほゑ

　……丸爲の形にat－Tibの町　の下手付近及びQ鋤allaのlll∫　の下手の隣接部付近を経度72°30’・

緯度2°20’において通り，経度66°20’・緯度0°20’sへと聚り，経度68°40’・緯度3熱30’sを懸り，Raf顧

の田∫の下手，経度65°O’緯度7℃0’sまで進み，経度68℃’・緯jSX　I　3”O’sに墨る。……海は更に経度72◇1）’・

r鵠1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

緯度14°0’sまで進み，経度ll2°0’・緯度14°0’sまで翌り……　……

　　諸園の境界が書かれている場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くうアテ
　内エチオピア（’Ay磁ffya　ad－daS（まhila）の地　は，図上での中心が経度26°Ot・緯度5“30’sにある欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼおき
　ガーナは，凌帥r脚a堪isと呼ばれる人々　のことであり，図上での申心が縫度4rO’・緯ISt20・，・30t

にある。

　　　　　　　　　　　
にが

　爾のないad－Damhの地　は，図上でのlllU心が経度44c’30’・緯度5°0’1こある。

　　　　　　　　　　　　　　　　ほごぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヨひ

　内リビァ（L1bゴay1　ad－da顯lla）の地　は，図上での中心が経度20°0’・緯度21°30’にある””

　　赤遵の後ろにある水源の艦称

　　　　　　　　　づぼ　或る水源の1の頗　　が襟遵の後ろ，経痩30⊆纐’・緯度5℃’sで，’．Aliha臨から流れ出て．経凌2簿㍉

緯度3憶αsまで進み，そのあと第一気嫉帯の経度ユ窪O’・緯19｛6“’wで梅に至る，コ／

　エジプトのナイル周とそれに流れ込む諸水源・溝鱗。丸い湖が二つあり，各々の紅径は5喚で，第
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一のものの帯心は経度50QO’・緯度7QO’sに，第二のものの中心は経度57°0’・緯度7°0’sにある。第一

のものに月のゆから五つの摺が注ぎ込むが，一番欝の川の始まりは経度48”0’にあり，二番擦の［［］II

の始まり］は経度49°0’に，三番匿の［規の始まり1は経度50℃t，照番羅の［川の始まり1は経度

51°0’に，五番懸の沸の始まり］は経度52°0’にある。月の由からは第　r一の湖へも五つの川が流れ出

ており，一番巨のJllの始まりは経度55”20’，二番壌の［州の始ま13　］は［経度］56920’，三番醗の［Jil

の始まり1は〔経度157°20’，四番§の1川の始まり1は［経度］58°20t，五番毯の［Jllの始まり］

は［経度159°20’にある。これら二つの湖の各々から四つの川が第一気候帯にある丸い湖に流れ殿

るが，この湖の直径は2°で，申心は経度58°30’・緯度が第一一気候帯の2QO’にある。第一の湖から出る

一一番饅の］llの始まりは経度48°40’，二番欝の［用の始まり］は経度49°30’，三番冒の［川の始ま！l　］

は経度5r15’にあり，二番目と三番毯1の川は経度52°0’・緯度が赤道の後ろのleo’で合流し，その

あと先に述べた湖へ～つの川となって進む。また四番稼の州［の始ま明は経度52℃’にある。第二

の湖からその小さな［湖へ流れ来る一番擁の用は，始まりが経度5S°30’e：，二番穏の［瑚の始ま明

は経度56°20’，三番9のVIIの始まり1は経度58°0’にあり，二番欝と三番際［川は経度56℃’・緯

度が赤道の後ろの1℃’で合流し，そのあと先に述べた湖に一つの」￥となって進む。そして四番揖の［廻

の始まり］は経度59℃’にある。これら全ての川は小さい湖に至るが，各々の溝口は互いに擾してい

ない。そのあとこの小さな湖から或る大きな揖，即ちエジプトのナイル潤が流れ患る。それはスー
　　　けみ　　　　　　　　　ほきヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニまぴ

ダーン　と‘Alwa　とザガーワとフェッザーン（Fazzaii）　とヌビア（an－Nciba＞を通り…一・

　　第一一一気候帯とそこにある水源・河想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほアミ
　或る水源がQafas慮にあり，そこからDar脚s川　が流れ出て海に注ぐ。その川の始まりは経度

26“30’・緯度ll℃’に，終わりは経度10°20t・緯度14°0’にある。或る水源は顎a豊a山にあり，そこから

　　　ゆホ
或る）【1が流れ椙て，Dar顧s川に注ぐ。その始まりは経度37°30’・緯度9Wにあり，そこから経度

28eo’・緯度17”30’へ進み，それから灘｝amund顧al｝aの瞬の方へ少し曲がって経度21°45’・緯度17℃’

を逓り，更に進んで経度17℃’・緯度12“30’でDaratas　）IIに注ぐ。或る水源が第二気候帯にあり，そ

　　　　　　　ほ　
こから或る州　が流れ出て，この（竺Dara緯s＞lllに注ぐ。その始まりは経度34°30’・緯Jffl7”20’に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほミピその注ぎ［コは経度28℃’・緯度17”20’にある。或る水源［の川1　がやはり一’－i番fiの］IIに流れ込む。

その始まりはSargh獅s；｛1中，経度29°30’・緯度20韓0’1こあり，或る小さな湖へ進むφそ（・　ifig）の

中心は経度28“Ot・緯度18°30’1こある。それ（・・　Jll）は流れて，先に述べた1縫に経度27°30’・緯度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねき1．7°30tで流れ込む。或る水源が或る山にあり，［そのAIは1やはり一番鷺の川に注ぐ。その水源［の

川の始まりは経度24℃’・緯1斐20°30’に，その川への注ぎ口は経度26°20’・緯度18“20’にあり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　モうロ
薄綬撫aの町を通る。或る水源1のJK］　がやはり一番属の摺に注ぐ。始まりは経疫17℃’・群言度

19°30tに，その川への注ぎ口は経度21“40’・緯度17℃’にある。

　　　　　　　　

1’1

　或る水源1の川　　がガーナの由から流れ鐵ており，注ぎ口は海にある。始まりは経度44・“30t・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しきゑ

緯度li“・40’にあり，経度39°30t・緯度16“40tへ進み，そのあと大jarn｝1の1｝li’を通って，　Sar帥aζ総山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しおれ
まで至り……この川には亀の湖（B晦ayr試as－Salalユlf）と呼ばれる二つの水源　から或る規が流れ
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込む。一方は経度45°0’・緯度22°20’に，もう一一方は経度46Q20’・緯度22QO’にあり，各々から或る川が

流れ患ており，爾者は経度45°30’・緯度21℃’で患会い，一つの月1となって，経度39°4α・緯度16°40’

　　　　　　　　　　　髄で～番騒［の川に油ぐ。

　　第二気候帯とそこにある水源・河川

　晦wiyas翔は或る山から流れ出ており，その始まりは経度15℃’・緯度18°20’に，海への注ぎ蒲は

　　　　　　　　　　　　　　　　　が経度9°20’・緯度18“20’にある。Fayadis　jll，つまり蛇lllは或る出から流れ繊ており，その始まりは

経度15°0’・緯度20°25’に，海への注ぎ口は経度ge40t・緯度20c25’にある。

　璃勲sayrUS川ま経度董5°0’・緯度21°45で，或る由から流れ鐵ており，海への注ぎ口は経度9°45’・

　　　　　　　　　　　　　　　ヨお
緯度21°45’にある。Salat1灘s川　は経度15°0’・緯度22°25’で，或る山から流れ出ており，海への注ぎ

白は経度9°0’・緯痩23°45’にある。或るjl漕が経度23°10’・緯度22赫30’で，或る山継から流れ患てお1’1），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
海への注ぎ口は経慶9°0’・緯度25Q40’にある。或るメ［1がJirllris山から流れ趨ており，その始まリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　セヒポ
は経E“：39°20t・緯慶21°0’にあり……或る想　がやはりJirjiris；klから流れ患ており，油ぎ口はこの絹

にある。始まりは経度41°45’・緯jx21°O’に，そのメllへの油ぎ購は経度40℃’・緯度24“0’にある。或る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
水源が経度41e30’・緯度16”30’にあり，そこから或る州　が流れ出て，経度44℃’・緯痩14“40’でN“b3
　おみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆむ

湖　まで至る。その湖は1／2°の大きさである。

　’Aba　l　luljammad‘Abd’All曲br　Muslim　ad－Dinawarl，つまリイブン・クタイバ（lhn　Qu給yb我｝は

213／828年クーファで生まれ，276／889年バグダードで没したe彼の一族については不明な点が多い

が，ホラサーン撫身のイラン系であったらしい。彼の経歴についても不明な点が多い。スンニー派

であったために，カリフal－Mutawal｛kilによるMu‘tazila派の徽正以後頭角を現わし，時の宰相によっ

て，重絹された。神学論争にもカ［1わり，イスラムの伝承を弁護した。236／851年にDlnawarの法官

に任命され，256／870年頃，バスラに来たが，ザンジュの乱のためバグダードに赴いた。以後生涯

を通じて，同地で執筆，教育活動に従事した。（G．Lecomte　’lbn　Kutayba’E1囎　pp8艇～47参照）．

　彼は多作であり，ハディース学者，法学者，文法学者として広範遡にわたる著作を残している。

「’Adab　al・k臨b（書詑の教養）」は，その名の通り，書記として知っておくべき教養を記したもので，

初期アダブ文学の代表約著作とされる。著作年は確定できないが，Lecomte（ibid．）によれ1ま，彼

が政府に重用されるよりも以前の作品と推定される。内容については，バグダード学派と称される，

クーファ学派とバスラ学派の中間的立場をとる文法学を推進した彼らしく，大半は，文法的記述が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛11中心となるが，天文学，数学，歴史学等，様々な分野の教養的知識がまとめられている。

　’Ab嚢Mukammad‘Abd’All曲b．　lt，｛tislim　lbR　Qtitayba叙慧）ln　R、　wac　rl，憾磁占α♂癩凝含．　ed、簸継Grtk｝ert，

　　　　　t3｝
Leidefi　l900

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎまを
人聞の肉体上の欠陥についての知識の章・…・雛ざ　とは，鱒の中に見られ，讐にできる1魯いもので
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じの
ある。それはよくスーダーン人に生じる。また，bujra　も彼らに生じるが，それは騰が出ること

　　　　6｝
であるc，

　’Aba　al－Qasim‘Abd　ar・Rabman　b．’Abd’Allah，つまりIbn‘Abd　aL翠aka組は182／798－799年　（ま

たは187／803？）にエジプトで生まれ，257／871年に岡地で没した。彼の一族は祖父以来，マーリキー

派の法学暫として著名であったが，227／842年のMu‘tazila派のmihnaによる迫害，さらに237／851

年に公金横領の事件に連座し，その後免責されたが，没落していった（F．Rosenthal　’lbn　‘Abd　al－

Hakam’　EI2嚢I　pp．674－75．　Torreyの序文を参照〉。その著書「エジプトとマグリブ経服史」は，初

期のムスリムの征服活動を鋪る情報源である。全体は三部に分かれ，伝説を含む初期の隣代から

‘Amr　b．‘Asの死までの年代記的記述，さらに続く北アフリカの征服活動を扱った部分と，246／860

年までのエジプトの判窟史の部分，エジプトに来た預言者の側近たちが伝えたハディースを扱った

部分に分かれる。彼の記述は，歴史家というより，法学家，或いは伝承学者としての色彩が強く，

個々の事件の整合性より，伝承経路の確定に重きがおかれている。また，Brunschvig（lbn　’Abd　al．

Kal〈am　et　la　conqu§te　de　V　Afrique　dtl　Rord　par　ies　Arabes，　A茎EO　6，pp．108　一一　55．　1942－47），森本

σ初期イスラム時代エジプト税制史の研究護Pp．3－22，岩波書店，1975）等の研究によれば，征

服活動の記述については，彼の法学家としての態慶によるものと考えられるが，ムスリムの征服濡

動に法的正当性を付加しようとするあまり，事実通りではなく，ムスリム側に有利な記述が多々見

られる。

　‘Abd　ar－Ral）man　b．‘A｝）d’Allah　Ibp　‘Abd　aレ｝まaka狽，　Fut的Ml＄r，　ed．　Charies　C．　Torrey，　Tlte翫s‘oり，

げt’he　Conqitest（ゾEgvPt．　Nortft／lfi’ica　and　SPain　felZOWit　asξノ1（7　Fτま励A恥γげノ加ド・生わ‘ピat－eakam，　NeW

　　　　　申
Elaven　l　922

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
……ハム（晦m）の長子はカナーン（Kan‘an　b．姫Hユ）であり，　彼は方舟の中で［神の」懲罰の結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ
果身箭もった児であった。ノア（N“b＞は彼に呪いをかけ，　彼は黒人としてξ1三まれでた0）だが，

彼の子孫には粗野で怠惰で嶽虚なところがある。彼はスーダーンとハバシャ（al－Kabash）の金ての

人々の父である。彼の第二の子はクシユ（Kas重｝b．1豫浦で，彼はシンド（as－Sind）とインド（aE・｝lind）

の入々の父である。第三の子はプテ（F痕睾b．1至am）で，彼はベルベル入（al・Barbar）の父である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ悶番めの末子は，バイサル（Bay＄ar　b．　IJam）　で，彼はコプト人（a1Qibg）金貴の父である。

　……預樗者ノアは．セム（Sa面，ハム，ヤペテ（Yafitb）の蕪人の子供をもうけた。この三入は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
各々金てが三入ずつ子をもうけた。……ハムはスーダーン人，ベルベル入，コプト入の父である　。

　ヌビア事情
　　　　　　　　　　　　　　こレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にひ
　それから’Abd噛Allah　b、　Sa’d　は，黒入達（al－’asaWid）　，つまりヌビアを31年（A．1－1．）襲撃した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆき
これは，Yal3顕b．’Abd’Allah　b．　Bukayr　が私達に伝えた通りである。　……それから，その後す
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　　　　　　　　　　　　　　　　iま〔璋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ill｝
ぐに彼（＝‘Uqba　b．　N2fi‘al－Fihrl）　は，フェッザーン（Fazzan）　の城の方殉に進み，次々にそ

れからの城を征服し，ついに最遠の城まで釜った。そこで，彼は彼らに「お萌たちの向こうに誰か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ居るのか。」とたずねた。彼らは欝った。「はい，ktawar　の人々がいます。そこは，砂漠のはて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
の険しい地形の山頂にある大きな城で［カワール（kawar）　の］主都であります。彼は十五夜か

けてそこへ進み，到着すると，彼らは砦で防備をしていた。そこで彼は一ヵ月問彼らを包顯したが，

どうすることもできなかった。それで，その城の前を通って〔別の］カワールの諸城に行き，それ

らを擢厩し，ついに王が住む最遠の城に到着した。彼は彼（欝王）をとらえて，その指を切ってし

まった。その王が，「なぜ，あなたは私にこういうことをしたのですか。」と書うと，彼は，「お前

へのいましめなのだ。もし，お前が指をみれば，決してアラブ入と戦おうとはしないだろう。」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほこお
述べて，彼に三百六ナ人の奴隷を課した。　それから，彼は彼らに「お蔚たちの向こうに誰か騰る

のか。」とたずねると，案内人は，「私にはそれについて，知識がありませんし，お教えすることも

ありません。」と需った。それで，ウクバはそこを去って，帰路についた。khawarの城のそばを還っ

たが，介入したり，滞在したりせず，三臼問進行した。それで人々は安心して町を開放した。ウク

　　　　　　　　　　　　　　ゆ
バは，今BのM2’Faras（馬の水）　という名前の場所で投宿した。しかし，当時そこに承はなかっ

たので，ウクバと彼の従者たちは，激しいのどの渇きにおそわれ，瀕死の状態になった、，それで，

　　　　ゆ
ニラクア　の礼拝をし，アッラーに祈願した。すると，ウクバの馬がその二本の前脚で地藤をさぐ

りはじめ，やがて～個の石を蹴散らすと，そこから水が噴娼した。そして，その馬はその水をすす

りはじめた。ウクバはそれを晃てとって，入を呼んで掘れと命じた。彼らは水をふくむ砂地を七十ヵ

所掘って，水を飲み，渇きをいやした。そのために，そこはMa’Farasと名付けられた。それから，

ウクバは進んで来た道とは別の遊を遜って1〈hawarに戻った。入々が彼に気付かないまま，彼は夜

の内に彼らのところへやってきた。彼らが安心して，すでに地下の焦騰で休んでいるのがわかると，

彼は，その町にいる彼らの子供や財産を掠奪し，戦士を殺した。それから，彼はそこを去り，懸路
　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニまの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダヱま

についた。彼は進み，ついに今Bのザウィーラ（Zawila＞　の地で投宿した。
　　　　　　　　　　ロをお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セじみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セお

……‘ Ubayd’Allah　は，　Iiabfb　b．’Abl‘Ubayda　al－Fihrl　に，スース　（as．Sas）　　と，スーダーン

の地（’ard　a＄－S副翻）を襲撃させた。彼は，それらの地で鋼を兇ないほどの大成功をおさめ，望む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨゐ
だけの金を獲得した。彼が獲得したものの甲には，ベルベル人がイッジャーン〈’ijjan）　と呼ぶ種

族の一入もしくは二人の女奴隷が含まれていた。そして，彼女たち二入のどちらにも乳騰が…つし

　　　　　　　　囎
かなかった。……

V

　ヤアクービー　（al－Ya‘（lfibl）の犠で知られる’AbゼドAbbas↑A雛na（l　b．至s漁q　l）．」班鍵b．　W舗b　b．

Wiiclil）は，839年頃バグダードに生まれた。高祖父W議磁1｝は，アッバース朝カリフ雛1樋錨s融（廉

位7騒～75年1とal．M麟d亙（篠位775～85講三）のマウラー（非アラブ入・被護民）として，アルメニ
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アとアゼルバイジャンの総督やエジプトの総督などを歴任した人物で，彼以後も代々，カリフに猛

えていたらしい。ヤアクービーは青年期をアルメニアやターヒル朝下のホラーサーン（イラン北東

部）で送1）　，ターヒル朝滅亡（873年）後はtfインド，アラビア，シリアを経て，マグリブ（北ア

フリカ〉まで旅をし，結局はエジプトに落ち藩き，897（或いは907＞年に没するまで，トゥールー

ン朝σ）庇護下にあったQシーア派十ニイマーム派の一つM麗awiyaを信奉し，書記などを職業とし

ていたようで，『年代記（Ta’rikji）』，噸々の書（K．　aレBul曲a勘など，五点0）歴史・地螺書を著

している。

　『年代記謎（872～3年）は，二部からなる。第一部は，アダム以下代々のイスラエル民族の憂の

伝記及びキリストと使徒たちの物語りに続き，メソポタミア，インド，ギリシア，ur　一一マ，ペルシ

ア，北方，中国，エジプトの三Eたちとアフリカの諸王国について記述し，最後にイスラム以前のア

ラブの状況を説明する。策二部は，ほぼ二倍の長さを持ち，神の使徒（ムハンマド）の誕生に始ま

り，アッバース朝カリフa！－Mu‘tamidの治世の259　A．1｛．／872～3年に終わるイスラム史であるが，シー

ア派歴代の各イマームについては，独立の章を設けて記述しており，シーア派白煽頃向の強い世界史

である。ターヒル朝の宮廷で欝かれたようだが，はるか騰方のスーダーンに関して豊かな，しかも

かなり正確な情報を提供してくれる。

’A　｝：miad　b．’Abi　Yab⑳b　b．　ja’far　b．　Wahb　b．　Wadlb　（al－Ya‘c｝llbi），　Tαさ励lz，　ed．　M．　Th．王一loutsma，　flm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l｝’
殿1識〃乙Ciui　dfof∫τ‘γα1諏加醒Histof’iae，　Leiden　1883

　ある嚴，ノアが眠っていると，彼の服がはだけてしまったc彼の息子ハムは彼〈＝＝ノア）の陰部

を発て笑い，そのことは，兄弟のセムとヤペテにも知らされた。すると彼ら二人は服を取り，顔を

そむけながら彼（＝＝ノア）のもとへそれを持って来た。そして，二人はその服を彼の上に投げた。

ノアは眠りから目覚め，ことの次第を知ると，ハムの息子のカナーンに呪いをかけたが，ハムには

　　　　　　　　　　ゆ
呪いをかけなかった。　彼（＝ハム＞0）子孫にはコプト人，ハバシャ入，インド人がいる。カナー

ンはノアの子孫のうちで，カイン（QabiDの子らの行為に立ち返った最初の者であり，遊びや歌，

フルート　（mizmar），太鼓　（tabE），ギター　（barbat），　シンバル　（＄anj）　に興じ，悪魔　ls2iaytfm）　1こ

従って，遊楽に耽り，時を無駄に過ごした。ノアは大地を彼の子供たちの悶で分けた。……ハムに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ
は，酉方（a｝覗a鱒｝rib＞の地と海岸部（as－sa、va繊1　　を与えた。ハムの息子のクシュとカナーンの

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドヨミ
薩野孫にはヌビア人，ザンジュ人　，ハバシャ入がいる。……

　　ババシャ入とスーダーン入の三護ヨ鱗

　ノアの子孫たちが，バビロン（Babil）の地から離敬した時，ノアの子ハムの子孫たちは覆方をfi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くレ
指した。そしてユーフラテス〈al－Furat）を渡り，太陽の沈む地へと進む　が，ハムの子クシュの

　　　　　　　　　　　　　の
子孫たち，つまりハバシャ入　とスーダーン入はエジプトのナイルを渡った時，二つの集國に分か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
れた。一ツ∫の集燐は南の，東方と瀕方の問を目指した。ヌビア入，ベジャ入（al，Buja）　，ハバシャ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　か　　　　　　　　　げい
人，ザンジュ入である。もう一つプの集団は西をR指した。ザガーワ入，a環．b．s．　al－Qaq薮t　al・
　　　　　のド　　　　　　　　　　　　しヒま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめま

顛a雪・aw1y顛　，　Mara：｝（la，カウカウ人，ガーナ人である’。
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……最後に挙げるハバシャ人の王国は，ザンジュ人［の王副である。シンドや，これらの国に近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆ
い（瓢近隣の）地域と接し，ザンジュ人1の王副以外でシンドやal－K．rk　と隣り合う地域とも

　　　　　　のホ
接している。　彼ら（瓢ザンジュ人）は，物事をよく讃算し，鐡結心の強い入々である。一一方，Itg

へ向かい，マグリブへ進んだスーダーン人は，国を横切り，多くの王国を持つようになった。彼ら
⑯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t17u

の最初　に挙げる王趨はザガーワ入［の王副で，彼ら（＝ザガーワ人）はカーネム（Kanim）　と

呼ばれる場所に鷹住している。住屠は葦（qa＄ab）の掘立て小屋で，町というものがない。王は
　　　ねホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れぎミ

K欲r．h　と呼ばれている。ザガーワ人の申にはa1輩wゑy，n．　と睡ばれる集鑓があり，ザガーワ入

　　　　　　　　　　　　　　　　ぼゆ
患身の王を有する。次に，Mallal　と呼ばれる［人々の1王国があり，カーネムの王と敵蝉してい
　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

る。孟はM．y．w．s．y　と呼ばれている。次に，　al一恥．s麺［人］　の王麟がある。披らは
　　　　　にカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にむ

蹟．b．y．r．　と呼ばれる町を蒋し，この町の王はM．r．1）　と呼ばれているQ彼らに接してal－Qaq9［入〕

がいるが，独立しておらず，王は隠蔵ゑy．r．の王である。次に，カウカウの王国がある。スーダーン

入の王国の中で最も大きく，最も強大かつ重要で，全てのEl2　IXがその王に服従する。カウカウはそ

の町の名前である。この他にも［支配者が］霞国の董でありながら，彼（＝カウカウの三i三〉に服従

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なホ
し，宗主権を認める至国が多数ある。その中にはal－Mr．w　薫闘があるei広大な王圏で，王は酢
　　セお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷを

U．y9　と呼ばれる町を有する。　また，　M．r．d．蓬｝．h　珊麟，　al－｝Lr．b．r　王国，＄aR｝laja　灘国，
13〔鹿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺ユ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 縣難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轄轟

T．d♪．1（．r．y．r　王国，　az．Z．yan．y，r　王国，’．r．w，r　王国，　B．qar．w．t　王圏もある。これらは全てカウ

カウ王國に従属している。次に，ガーナ王国がある。その王もやはり有力で，彼の国には幾つかの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けド　　　　　　　　　　　　　　　ほひ
金山がある。また彼の支配下には王が多数おり，‘Am　王國，　Sama　王国が含まれている。この

　　　　　　　　　　㈱
国は金土に金がある。

　「Kitab　al－ma‘arif（知芸哉の書）」は書記必携の百科全譲：とでもいうべきもので，266／879－80年頃

には書き終わっていたらしい。内容は，イスラム以前からの歴史を教養書として記したものである。

　’Abcl　Muhammad‘Abd’Allah　b．　Muslim正bn　Qutayba　ad－Dinawari，19tab　at・mq．‘arif．e（L　T］1．

　　　　　　　　　il｝
‘Ak　as卦a，　Cairo　1960

　　　　　　　　　　　　　ゆ
　ワフブ・プン・ムナッビフ　が齋うには，ノアの子ハムは容姿端麗な曲人であった。神（アッラー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆは彼の父の呪いの欝葉により彼の肢膚の］色と彼の子孫達の肢蒋の］色を変えた。　彼（謙ハ

ム）は立ち去！l　，彼にその子等も従った。そして，海岸！sa顯a鴎ぬ・）1こ落ち藩いたc、神は彼ら

を増し栄えさせた。彼らが，スーダーン入なのである。彼らの食物は魚であるw彼らは幽分達の歯

を針のようになるまで，鋭くした。というのは，いつも魚が爾にくっついたからである。彼の子等

の一一部は薦方（al－maglir三b）に住み窮いた。ハムの子洪には，クシュα磁麟b．｝臨憩とカナーン（Kanゴan

b．乏｛餓）とプテ（F雛b．｝ね動がいたaプテは旅をし，インドとシンドの地に落ち蔚いた。それゆえ，

かの地の入々は彼の子孫である。クシュとカナーンについて護えば，スーダ～ン人種，つまりrxビ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘糞宰侵第76－3号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レわ
ア，ザンジュ，カラーン（al－Qaran）　，ザガーワ，ババシャ，コプト，ベルベルは，彼らの子孫
　　　　　15｝
である。

　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼを

…… lbn窺hl　Yaza11　が彼（＝Kisra　’Anctsliirwan　b．　Qabaz）　のもとへやって来て，ババシャ人に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　
対して彼を助けてくれるよう求めた。　そこで彼は彼の将軍たちのうちからワフリズ（Wahriz）と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ときめ
呼ばれるひとりの将軍をダイラム（Daylam）人　からなる軍隊とともに派遣した。彼らはイxメン
　　　　　　　　　　　　　　デぬく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほむ

を征服し，スーダーン人　を追放し，そこにとどまった。　……

［翻訳撰当簡所：al－KhtiwElt－azmi，　al－Ya‘q醐の部分を伽三｝ヨが，　Ibn　Qutayba，　lbn　’Abcl　al－Hakamの音ll

分を薦羅が，それぞれ撞嶺した。］

　本稿では原則として資料の著作年代の順に翻訳を試みる。当該資料の著作年代が確f’irできない場

合は，その著者の没年を基準にする。なお，本稿で使摺する略号は以下の逓りである。

AHA：T．Lewlcki，　A7’abic　ExternaE　Sol．tvces／b7伽伍εlo7y（ガ．4∫γ磁，　Warsaw　1969．

CHA；Ccu｝ibvictge　HtstOllY（ゾノV痂α．

Corpus：」．F．P．1｛opkins＆N．Levtzion，　Colf71．tSげ8α7砂〆1π肱s卿cos伽恥s昌揮oα勲∫s’07ツ，　Cambridge

　　1981．

工）ie　Benin－Sammu！un9　：J．酸arquart，　Die　βeniit－Sa？mm・tttm，9　4θ3　Reic／tS，nusettη・ts　filLr　1／’btfeerkt・tnde　魏

　　　1，（iiden，　Lei（至en　1913．

El；Encycl・peadia・f　lsla・・（Eliはli！ヨ版，　E王2は新’版）

History：」．S．Trimingham，／’i　HistoTy　of　／stain　il・t　Wiest〆ifrica，　Oxford　l962．

Arab．　istochnlki：JI．E．　Ky66en　va　B．B．　MaTBee正1，　Apa6ci〈xe　xcTogNpiKpf　VII－－X　BeKoB　rrG　3THor－

　　paOPvava　va　vacTopnM　aOPPIcKm　K）＞KHee・caxapbl，　MoeKBa，1960．

JAR：｝ournal　of　Africε芝n　His£ory

Recueil：工M．Cuoq，1ぞoα‘躍des　sozerces　ai’αbes　concer・ncuit　l’　・・af｝’iqtte　occidentαle　｛kt　8e　att．／6e　3ゴ〔；cte，　Paris

　　ユ975．（本稿では詞書のもととなった博士論文の方を利用した。）

Tableau：RMaun｝・，7’α配θα；‘8609卿’麗σ！紹磁1¶oz‘臨ψ∫磁7軍α宮ρη岬1噌8，　Dakar工961．

註

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il［

縫｝　研究書には1’aHii’to，　C．　A．：．・！1・i∬μ禰’訟η置z臼（・∬Sito　rifa（・im（！llto　d（・’la　Gωメ∫πψαdi　Tok・mc！〔♪、　R（＞me，ま89・韮．　M2ik　l｛a紅｝s　VOI｝：．・1ノ頁触

　IuαCSI　der　artibis‘rhen　tS（・‘trbeiiim，gr　dt］）・£εωγραサノ‘κηびψηγησ‘ζ（iclS　Ct（tttご顔‘s　l）toltnnaeus　VOII　Mtl’ittmmad　f’，ll・1／ttS（｛ai・H’uwriemi．　Wien．

　重9｝6．　高橋認1’アル・クワーリズミー図説〔1既報！ji’地型塾学史研究1鳥棚113；｛：書店，　ig62，玉）p．5－5Ltがある。本：濫に登場する

　アフリカはYtolemaetts系統のものが大半をJiめ，それらは殆ど比定が捧i難なため．　Pt⑪lemaeミ置sの　y地埋学入門．g〈e〔1．　c，　M田・

　lev＆c．　T1、．　Fiscl養鮮，　Paris．　E883，1go1、以ギ，　Pt〔｝lem．と略記〉が＋＋内／ltS3V｝ノ（北アフリカ内陸繍）”及びその下にある。“内
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サハラ以Si　e：lxjするアラビフ1澄料田

　漁θ‘oπ‘α”としているものをすべて取り上げることにする。それ故，Il）n　Qutayba以降で取り扱う範闘より少々広い。

（2＞Rolem．　IV巻7ご1三4簿及び1巻17，’5節に，　Pαπτoσ川濯！1（騒度72”30’・承1度7♪s｝海から少々離れたβαρβαρ‘αの實樵

　Pαmτtt（71°・7”s＞，1）απτo峯’岬（7ぴ50’・8’25’s）が’｝：がっている。既に酉轡40－70．・｛三畷に陸かれた！”エリュトゥラー海楽内1ま雌

　　（村川1”x人郎訳，珪活仕，1946．以下，案内記と曝融＞16節と18節に，’AζCIYtfl地方坂南のi輌叢地として1）απταが登場して

　おり，村撰氏によれば，現タンザニアの海パ㌧｝1のBas．aiv’ioyo　631’sからKilwa　8’5ア’S辺の瞬のどこかに比短されうる　（．p、15G）、、

（3｝lk｝iein，IV巻6f堀節，内漁βびηの1αρζεfθαのfilj’（鈴・圭5°30’）のこと。

｛4｝P鉦olel蓄L　IV塗61：7簾，内ノ1微，ηのfUfa＞，oi．，ρa〈12°30’・1：）〉のことv

！融　狭義には現チャドの（）uada1地ゐ友びスーダンの［）ar猟r地方に1“i＃．するナイル・サハラ1　｛1’族系の．西を活す圭k，自称Beyl

　であるが，T（da！又はTebu＞－1）aza，　Kal1し劔．Kanem｛）ttも今むいわゆるSallara　l銘1｝をlfiす東サハラ0）黒人遊杖氏の瓶．称として

t

　使われることが多く　（cf．T、Lewiclci：Etudes　inag’irt；bi’；tes　et　sc）ltd（1）lcl・i5・t！S∬，Warszawaほ983，　pp，71－74），ここでも鼓百の住む

　地域を指すと思われる。

〔6｝ニジュール川中流の大湾【｝｛i脇にあったSonghay人の国及びその首しi　KtEk呈y・1（（1｝ounguia》のこと。のちにはその牝にで蓼た

　新都Gaoを指す。　Kukiyaは現マリ・ニジェール田触Labezan．e．　i蔭布の＃1こあったと幽’われる　（C，｝1－、澱，茎）．677），後述する

　Ibn　Qutaybaの1〈．　ai・Ma敏lfによれば，既にWahb　b．　Munabbih（728ヰ或；ま732年没〉がZaghawaに｝及しているu本杣p．93

　を昆よ。

晒　ニジェール澗上流4）；iヒ西に広がり，6二の父易で栄えた，Mandlngo系Soninkeノ㌦が主体のUllxびその前邑のこと、！t首邑はR．

　滅umyによれば，現マリの自繍バマコの，iヒ方2％マイルにあるKぐ）umbi　Salehの遍」董1：（Tableau　pP，72－7Pt，〉世起のal・

　！・las‘gidrグ）地9a占K．　Mm両a（lh－Dhahab鞠’全の牧場．舞によれば，　al・Fazari（9畿紀雛」レ濤駄｝もこび）G憾naに．及している

　ところで，a豊・Khuwa職z翻はξ麦，血の通り，　Ghanaを現リビア偽喚添Fezzan圭也プ∫を塞拠とするG撫r㈱冷｝玉t鴫入の地と∫えてい

　たようだ．これは・｛匿記頃，北方から鉄製の武認を持ち，馬に禾ってSoninke入の閥に移り住んだと　｝われるベルベル入の．一

　群（由iI昌男穿匿界の｛穫寿16　講談社，19？7，　p．31＞をGharamantes入と㌢えてのことであろうか．

（8）Ptolem．熟「｛｝6至；IIO蕗，ノVtyεtρ川の善」にあるθ（μ‘o；・δoκαyα（23〔｝・17”〉のこと。∫．　I　I．　Cuc）qは，　al・k｛r撫｛圭1謎年で卸の漣雌

　書にノf．易し，セネガル掛の北とモロッコ勘溺のIllXあって，静朱えたとなっているQam瞬r且の晦としている（Rccuei｝．瞬47｝

　なお，柚γε婬規をニジェール）IIに比疋する武みもあるらしい。

（9｝Ptolem，　IV盤6i’9節，八∫‘γε‘ραjllの北岸にあるノV‘γε｛ραifu（254σ・17“110’）のこと、．

｛lel／　　／3、＿ヒ，　　pP．3　－　8

｛11）Ptolem．　IV巻8，．3凱滋ωκ‘σ山（中心　15°・ユ3’s＞のこと。

（麟　以下2つは共に不明。

（13｝｝）toleni．　ivきポ1：3節，　Mεσκη出（中心　25°・三3～）のことかc，

｛玲　’ii｝ihaとは袖々を1慧1瑳くし，　Pt◎！em，　W巻61：3節，神々の戦卑1（9εωv（）zημα1由糠く中心三窪・5きのことだろう　E）｝inius（”cs

　年しく）の篤物！：（翼．35）や1’｛anno（前5｝iL’紀）の円航Ll（XVI二lf＞1こ「神々の戦庫」が鷹1こ甑場しておt｝，1・k撫鞘の冠辻1こ

　従い，Canleroon火康説や，ギニアの首都コナクリの背後のKako騒iimε1由説などがあるようだが，　Ptelemat．Lisのものは1媛，し

　ない　（織照武雄雪占代∫畿班拓史の研多榛tlgiJE」klε『店，　ig「07，　pp，380～81，386＞

qf｝　Ptolem，至V巻8　♂3負碁，　Bctρ（sητ（，γ【ll　（中’ら・　45°・6“s）　のこと、，

q6｝Ptoiem，IV巻8；2節，月の｝k脈鈎端　r）7’　・1230’s及び67°・　12”301s）1こし！1たる。7♂1三しない由脈であるが，ナイルの水

　源の・一つとされる，現ザイール・ウガンダ’財境のRtiweiizoi’i虜」虚などは確かに万∫l　liを戒き，　l　lく輝く月を癌想させうる．

　そしてナイルの水源を肩の慮脈と考える説は，以後のアラビア議地珊井にもほぼメ誓通して晃られる．擁6も参IB，

t］x　不明o

〔N　Ptolum．豆～巻71；：9第，∬7りλα｛αIII脈（申る・　6ガ・0’囁｝のことに

1｛tP叡轄峯悪し6ら13養1三，καφασ由轍｛中心　17・圭鱗のこと

“　ibl〈1，ξ）ぐx］．（覇鷲駈　ご申心　36　・懲讐　のこと

l　ibicl．　’vxlooi．，cti．p2tff　I　EI曳申心　3c＞　・い　ぴ）こと　，，

2　ibitl．ノ㍑ぴ照αyτ縛入の峡総輻ぴ・鱒｝のことか，：

騰　以ド3つはいザれも署聡。慈置的にはt：2つは1》tolem．1、ど嚇ε．3雛，凝磁δρθy由瞭轄季峯心　雛・13奨庚び胤α照π翻α山

　謄ミ1中’t・202（〉’・22’）の再能1主もちえられる，
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し1）Ptoiem．1、巻6：S3fiJ，　OvσαργαλcL【掛派（【li心33‘㌦203α）のことかc、

eEl　ibid，　rtργtρt　［g脈　（10～・15°・21を今む）のこと。

湘　以上，PP．38－42

eつ　Ptolu舐IV奮1葦11節，外の海いわゆる西の大洋のこと。

い1’｛円形の肩にか1ナるマントであり，以下の，衣服の丸い切りilをλ孟味する騨、、訂a，，仙1味イ・明のsh滋）nraと集に海洋の形状

　を衣すために用いられている、いずれもペルシア起源の蔽であるが，Maqbu｝Ahma（｛は．これらの1緑ま4堵蜀lkに［甥係する語

　であることを指摘すると共に，アラビア地図献こおけるペルシアの影響を忍めている（Kharita，　E．ド，　ll，1）．577）。

｛’911A．　Ml卿dはら？ぱ？ともしている（Lu　sre’ograplite　httntanaine　thtη翻蜘7胤3漁！απノτ燗ぬτ口ηf勲‘伽〃c　3卿亀IL　I）aris．1975，

　P．19＞〔，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

l！3e｝Ptolem．王V巻61，12簸，押oで〃oσ用　（擁1｛　10°・18”20’）のこと。

1：lli　ibid．κθ11σαρ‘σ用　〈‘u∫　R　10・2140’〉のことt）

B酔　以」，，P．66

船　アラビア海西讃。

lsa｝4住1｝：によると，経度72　e’・群度430’にある！p．51。　Pt〔｝［e呈1浸V巻7‡3節や，集肖。己12111∫にある『！叢ρωματαのことで，　S9’　Jll

　氏は案肖記のそれをソマリアのGttar（la顛岬の西北側にあるOlokに比疋されているとする。｛p．M6）

｛35）本轡によると，凝庚729G’　・緯度2〔’45’1二ある（p．5＞。　PLolem．韮V懸7メ3簾凄や案［ノ1。離1簿のンtxαt’yα‘のことで，村jll氏はこ

　れをソマリアのRaS　iXlula（「）01（｝’1）辺りかとする（p．ltlL）、”

bギ・　　エリ、｝1，　｝）．74。　Raf轟ta　tま　1：2　を多↓よc／

｛謝　Pto｝em．IX奄8∴　内Alθteπt｛kのこと。

髄　Ptole恥【V巻6β5節の∫如（4’αyτεσ右多このことと患われるc．この｝助1三はllerodotiis〔・｛24　B．C．没）の睡史　王V．183k）Plinius

　の欝：物‘志　V．36に既にi£されてお｝），後聾によれば，Phazaala（｝？ezzal］）地方に1－G．し，　G、lrama　l現jarniahの西の琉祉）

　をifしとする【f「1加：で，　Cornelitis　Balbus　lこよって20　B．C．織ミ、1S｛kされたとある、，臼いベルベル入や黒入などから成る

　　叡砿ro｛d・Ilamitic）遊牧民で，その後もローマの段重なる討『侯に醗幽え，　3世紀牢からはトリポリタニアにしばしばi略鵜に，セLき

　く」．1）しSpois：Fazz鶴1｝］．11．　ll．p．875），一・説では569年にど様デンッと結び付くためにキリストy，〈を受け入れたとされている

　　（Triii｝i匪igrhllli｝．玉｛｝story，1）．li＞｝，／

（S｛l　il．v．MZ｛kは1）an雀damに比，嫁する　（Xfril｛a，　p．40）／／，　al－“．　ias’fidS　1こ麟せ；♪れる地lla　IX（．　Xkhbar　az・Zam加戦1、許代の1｝葺報、・以ヂで

　は，i）amdamは嚢ノvbfを指す、｝｝〈ubbLlとMatveeVはアフリカ奨地のナイル水源とさlt’Lる地域を指すという1麗を1漉介している

　　　‘Xrnb．　istochniki．1｝，357）tt

櫛　ltokm．　iV　C’6β．内／MSjVl）のこと／／t

騨　以．L，　pp，101一圭OL？

1；｝｝》tokm．IV巻6；9：2・3節，　Mασ｛θoλ（，σ塀　（溝i1　圭4・6to’）のことか、

⑱　アラビア議で黒い入達を。レ昧し，多くの馬今，サハラの1㍉∫に広がるサーヘル地域の焦人を指す。錘5A，H／762年，アラビァ

　の搬都メディナでスーダーン入力反醜を起こしたという諾録もあり（aド舞）聖践Ta’r；肱ed，　de．　G〔｝eje，　Ili／1，　p．265，　Leldun，

　196の．スーダーンという，，ξ；が8匿紀のイスラーム教徒による北アフリカ窒闘く後，ベルベル入がアラビア。吾へ移り変わり始め

　た頃に堰いられるようになったとする，虎｛B．1）axridson，’rhe（；routh　af　．if7ieait　C屠’∫sα60π，ほ，Ondon．1965）もうなづける9

tttlヌビア凶命にあったキリスト教国Alo〔lia。

巾　iczzaMI地ソ」、　li　7を見よ。，

tゆ　ナイル1：ls．］してP毛okm．IV巻7綜7負鐸には，57’・6sの湖と61＞・7sの湖から流れ出るJlカe60・2で／緊流してナイルになる

　とあり，第3の小さい湖は記されていない。以．L，　PP，IQ6一憩ア　．Viha由は1：Mを見よ。

1伊　Ptokm，IV℃61’i：2・3節，滋αρασ燐（紺日　10・15’），境モロッ訓｝1邦を骸1新するW1〔li　Daピaに圭ヒビされることが多し㌔

gv　以幽筆2つはlk－（こぞ明、

囎　Pt・1¢罫n，1、巻｛），：3節．　BCtyρaσασ　jl］のことか，、

t　C）lPto｝e蹴IV巻69，　；：i節，？Vq’εtρ」［1のことか

繍イ幽明

口　GhanaのIIIが本文86頁にある下C；liaramas　ll【で，　Ptok・蝋1㈱sの∫なρ（μ‘α；τ乏σ人グ）嫉谷を指すならば，このjl［はli’tolt　ni、IV巻
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サハラ以1留こ図するアラビア俵資糊D

　6牽4簸にある鳶‘ρ灘とも考えうる。

鰯　Pteiem．1V巻6軍12食霧，　raρ（｛f〃7善巳（43”　・21“30’）のことか。　1三38を見よ。

㈱　Ptolem．IV巻6孝4節，λrελωγπ‘δεσ湖沼（ヰ1心　49°・20°〉のこと。

｛5S　以上，　pl）．110－lll。　Qaゴas山，　Thal餅ll，　Thamundnqanaの町，　Sarghal5sの由，　Ni．ghτraの罵は，　1三19，20，8，24，9を

　兄よ。

馨減　　Ptolem．三V巻6㌧と2節，　’0φ‘ωσησJII　（事】ぎi：．1　　　　10”　，　200〉　のこと。

鑓　ibicl，2’Ct2aθoff（iil∫　［：：i　g擁0’・22°）のこと。

磯　PtolendV巻6S2・3節，Σoりβoσ届（Vi∫1｛9°・25覧｝モロッコぎ｝」藤邦を流れるWadi　Sousに箆短もされる〉のことか。

is9｝Pto｝em．！V巷6’；：311行，Σαγαπoλα由脈（；：｝：】’乙・20“20’　・22°〉のことか。

（60＞lbid．盈理φ規の拓1支流（水源　4．0“・21”〉のことか。

㈱　Kt．vvip　」＃の竿1支流と合流する第2支流（水源　45°・21°〉のことか。

（62　耳明e

（63｝Ptoiem灘巷6難4鍾行，　jVo定ノβα湖（50°・15°）のこと。

〔⑭　以…in，　pp．ll5－116。罵Uwly船jll，　khOsayrlls廻，　Jirjiris【．｝1は｛三30，綴，25を見よ冒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　損

（D　彼の代表作「｛甘封乏の呆（’Uyan　al・’a、　fthbar＞」については，次［璽1に搬う。

〔2｝他にカイロ版〈1935＞があり，縄分訳だが，W，○．Sproui韮，掬！extract　．from　lbn　ltkttaiba　’s　Ada．b　ai・Kattb，　Leipzig　l87アもある。

（3｝lata’については，十四世紀に編纂されたlbn　al一瀬翻z庸・の大辞典「アラブの舌（至，is撫al’arab＞　J　lこも図じ滋慮が晃られる．

　また，Kazlmirski，1）瞬諭！照融Arctbe・Fraiioriisにはlata’の意昧として｛1）（黒人に見られる）魅ゾ1疑鑛の瞼麹Σ無べ，｛2］（老化な

　どにより）携が抜けること，〔3）唇または陰唇が貧均なこと，とある．ここでは多鏑ヘルペス嬢er｛）c5｝の一一蟹と患藩フれる

（4｝現在でもアフリカ議玩族には，特に小児の填，緕ヘルニア　（1員臥）を持つものが多い、，アフリカには由戯鐙彰激が夢く　1擁

　えぱ，F．　Willett，　African　Art，1985．中のもの塞照〉，緕が強爾されたものと説明されているが，これはむしろ写λ的な婆ま毛1と

　思われる。元未，アラブ倣界においても，騰は穏鳳として中心にあるもの（綱えば，麟分たちグ）住も鐸曝の中心という卿：瞭ξ，

　｝1地メッカのカーバ紳殿を支える「天の諮」と称する柱）を衣しており，その，｝ll分の肉イ尽的潔董≧は，遊に“dhakara等ミ11ara－hu

　wa｛璃ara・hu「彼は匡扮の明らかな欠舐も隠れた欠点（罵bular抜数形）も述べた。　」”，レし’ayyara　b嫁玉yr　l期ara・hu　nasiya　bu－

　jayr　khabara－hu「小さな出陪が窃分のことは忘れて，他のlll隣の．91　rlを凹うた〈諺＞」”という矩型衣現に見られるように，「秘

　密にすべき欠点」として負の隠喩になる。また囚みに，アフリカ史において霊長な凝；市「トンブクツ」は，；1璃1力明らかでな

　いが，Y大きな勝の女」を意味している　（1－1．　Miner「朱詞都暮了トンブクツ　（7叉触♪廟痂f喫cit“T（of　Tttnbuctbl｝）　h雰阪賢訳，弘文”1，

　P295．　養塗三（2）参ilEi）。

（5＞　　ユこS，國1二，　P．148

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群

（王｝全」甚こ’A6双ap－PaxMaH　M6H‘A6A　a菰一XaKa瓢3ABOEBAHVaE　EM鷺TA，　A　ff－MArPKbA猟AJレAH双AJ王yCA，がある，

　また岡達部楚では二IS分，」こだが，　Torrey，　The　Mohanl訂峯eda正）Coaquest　of【うgy採and　N｛｝rth　Africa，　f’tblicalαπ（’Sei｝tiiic　Sk｛dtcs（Yale

　Bicentennia聖Publications＞　，　l　ew　York　l9◎1，　PP，279－330．：A．GateaししCwUPtitCt　de’憾ノ’nlqlte　dlt　iVorci　de”／’；sf？a，grne，　tXlgiers　l947．：

聖董，l　Iasse，　L〔！Li．vγe　て‘e　la 　Co随俘1匹ゴ‘♂ 　de　r£9ジρ錠・，〔1．u　M（tsvval》ES　（te　ヂEs∫｝assne，乱e　Ca｝re　l　914．カ｛ある、，

｛2）カナーンとノア，ハムの閃係についてのアラブ匿罪の伝承には，カナーンがハムの一1・一とするもの，セムのJ・とするもの，ク

　シュのチとするもの，ノアの四舌目の子とするものの1瞬τ壌がある（B，∫od　Kzl！1“all　El2王V　p．528．参1紛，、コーランは明・i〈　Lて

　いないが，最後の仏承に属する　（コーラン葺　：44～46参撫．｝o

（31t聖書によれば，この「ハムの呪い」は，ハムのノアに対’する辱孝のためと解されるが，そぴ）煙象はやはリハムの傷認」・カナー

　ンである、、しかし，置義；には．「カナーンはそのしもべとなれ」とあるのみで．睨いの謬撃として甲評曇こな，たとはない、㍉

　みの記述は，醗いの理tliが醤であれ　絃．タルムード　tSftlll｝，ア（｝a蒼三猟畿のラビの説購の多くは，去撹と近誠鱗姦融｝Pこttし

　ている、例えば，L．Peliakov　i「アーリア幽撫　（アーリア烹義研究レ、訳｝，湛政ノざ；’：鐵版勘　1985，　P，‘16・1，注（箔｝t．．　j　lftiiされ

　たシラの注釈：R．Graves＆R．Patai．11語廻8、乏㌔醗ぶ、196謹，覇．鴛1．の伝説を参照ttプロテスタント流の注押にっいては，ξ）c｝ll
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学報努ぎ76－3隔弩臨

　C．AIIen，　The　lcsend　of　Aroa’h．　Urbatta　1949．田　pp．77～78．を・ヶ照），現失の地政㌻郎藁。Hカ・ら，イルラエル人がカナーン人の

　ll；1」圧を瓢黒化するため，神，fi±．の操作を奪なったものと考えられる。このような目らの氏族のぎ4t｝的操作は，…種の「廻鉱発

　生的な入類3：」（Poliakov　ibid．　p．5．）であり，入類史上枚揖こいとまがない。単純に’えば，奴繊としてのカナーン（つまリ

　ハムの」孫たち）から，奴讃としての（ハムの子ぜ諭焦入への変形は．すでにIS㍉：の！1堺観に内包さ才していたのであり，この

　、脚理はハムは於奴0）↑［1元tセムは聖職者の繊走，ヤペテは鼓族の搬先という4既ヨーロッパの陛級観を伏漏として，現代まで

　続くのである。アラブ・イスラム世界の燕人ges　l：：も当然影響を及ぼしており，例えば，あるアラビア1終i田酢外典の1・ll1の「ユ

　ダヤの子らは入々の中で志人と掃じランクに観する」というイエスの『嚢は鉱味深長である　（F灘ov意y，　yantistimitis｝ite融だ一

　tiσ1，　Paris　1970、　p．351．参照〉。なおハムと焦入観の纏史については，　E．R．Sander．τhe　I’lamitic　hyp（｝thesis，3AH　10，1969，　pp．521

　～32，歪メ撫。

“）　創摩　Llで．は「ミッライム　（1｛i＄ra＞，iiii）je　琶｝∫臼ま不明Q　H．T．1　orris，　Seltarai；Afv〃置and　Sa　a，　Oxford　1972，　p．64の海2｝参照e

㈲　この翻分は前の。し述とオ1湾するが，彼のllし述態度として，このように’」，なるf乏承経謬各によるuL　is・が併イ1：することが多い。以

　」二．　P，8

16｝弟．代エジヅト総’Lで，イL職25～35（A．1｛．）。

｛7）’asE，　wic］は’as．　w，adの鍛数形であるが，ここではヌビア人を指す”・．Sとして使われている。

〔8｝Yahya　b．’Abcl’All3h　b．　Bukayr　ai－Makhzロ鋤（154／770－71または155／77三一72～231／815－46＞。651～52年のこの滋征のil　i：

　接のぢ加菅“マーリキー派の泓詐，ハディース，醜史に通した有名なエジプト人，。

〔9｝　以．lr－　P．188

㈱　生没1・？～683年，xジプトの1醐k響ヂAmr　b．’Asの甥で，イフリーキーヤll｛1、、663～6701二にかけて，リビアからチュニ

　ジアを徹三糠後，670．　r・には，．｛ノ；都ホカイラワーンを建ぽした。以下の。し事は46／666～7年に廿なわれたとされる，フェザーン

　とカワールへの」顛館こついてσ）ものである。また，彼は680・楼・にマグリブの緬（al・maghrib　nl・’aq？a＞に煽［｝：し，大西洋に鶏し

　た。輻途，ビスクラ｛寸透でのベルベル入との戦いで裁死した。ここで0）ハカムの”L罫には幾分飯，1垂化された潜渉があるが，ウ

　クバがかなり内睦一ISの砂漠まで入ったのは1　コ3のようである　（1　．Levtzion，　The　Sa｝lara　and　the　Sudan　from　the　Ayab　c’oncluest

　of　the　Ma蜘・1b　t｛）the　rise　of　the　Almoravids．　Cl｛A　vol　2．p．638，参｝1㌦，｝。この遠征は今Hでも西アフリカ1こ「ウクバ1ム説」とし

　て跡を残しており，フルベ族やアラブ化されたクンタIKtmta＞族のようにウクバを［聾ノ〉たちの氏族の始根とする伝承がみら

　れる（小糊　∫「セネガル土着のイスラム教田と牧〆氏J財スラムill界の入ぴと一3　牧デ民謡薩く洋経撫新層｛社　19．　84，

　PP，238－9．；江U一久1’フルベ族の歴史」『民族のlll握氾12　．三室人アフリカのll　A－　lfl：XS3，（川a瑚ll冠糊｝山撰轟版社　ig87，

　PP．339－40，：Lt、tz圭o韮】，　ibid．　p，637，党．ll．〉。

｛1　1｝現在のリビアi牽幽地方。古代ではPhasaniaとある。住民の人1二ISノ｝はアラビア，，翫グリブ方写をtTiし，黙人とかなりの混正匿

　がみられる。アラブ遊牧民もいるが，かなり具なるカttを汚す。他には，ベルベル謂を誘すAljer族（トゥアレグ），スーダ

　ン系『、llをtfiすTebott族（極少数）がいる。住圭七は〈．てマーリキー派である（j．1）espois，1’？azztin．　El31h）p．875－7．参！！㌧1＞。リ

　ビアのトリポリから，畑）al　Nafgsa．フ．r．ザーン，カワールを迦って，チャドブAlllに雀る辿は，ローマ・カルタゴ時代（或いは

　もっと早く〉から：！f長な父易路として使われており　（R℃．Law．　The（｝aramantes　and　trans．Saliaran　enterprise　ill　classica、　I

　ti飛1es，　jAl｛鴨1967，　pp．181－200．参照），その献況はアラブ・イスラム貯代になっても変わらなかった（B、G．Martin，　KaneniT

　BorRu，　an（l　the　Fezzan：N（｝tLs　on　the　political　hi、tery　of　a　t．rade　route，　JAII　X　i969，　pp．15－27，参！！、、）、ウクバの通ったルートは

　この逗である。また，彼以1副こも少なくとも七ll寿屈後1’・までには，“lu’a“viya　b．1．h峯dayj．，・によるフェザ／一ンへの進入がなされ

　ていたと思われる｛N｛．Brctt．　ibid．1）．506．参照〉。

1麟　ヤークートの掌地名ハ・典誘にはVフェザーン懲5のカワール地方敵大の購」とあるが，カワールの転｛ヒか，i、、1．t　」：の可能描の

　方がP；iいu，

｛1’｝Torrevのテキストにはka“Tiarとある　kuwar，　kawwar、諏aww欝とも1；かれる．、サハラ由讃，坦在のニジェールにある…雛

　のオアシスで，東にTibesti　lll地，西に湘rがあi），フェザーンからチャドへ／f：るルートのq難1地」為住氏はカヌリ，　Teda，

　トゥアレグ系の入々である、，壕を圧することで￥摂である（R．Mauny，　Kawar，　E：：1：’1、　p，アア7．づ黒〉。

騨　ここのIJし込は．この醗に酷てくる“　tcidfuiでのウクバの官動（イスラム教徒との以蔚の約率を破ったことでWadd加を収

　綜し，その土び）耳を切り，　三買パ牽人の奴暴を課した〉，さらには．ヌビァ雇鰹での’．Xbd胃Al1油のぞ」劫獣・はり以擁の約牽を

　反雪㍉にしたことで，臓1六十人の奴廉と，食料物資の父換としての騰十人の奴譲，，，卜四H人の奴讃を課した〉｛；；の，し連と媛似

　している麟古代オリエント以未の奴蒜網はイスラム時代にも持糸ノtしたわけだが（藤イ’勝次「ゆllとイスラーム匿界における奴隷
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サハラ以短に1月するアラビァまi嚢屑q）

　貿易」墜史癖オ∫30匁，鍛64，1｝p．66－76．む照〉，イスラム法の規疋では，＿教徒の戦・1甚捕房か女奴隷の∫・供に限られ，殺務奴

　粛ま林慮された。従って，アラブ入であれ，アラブ以躰の氏族であれ，同じイスラム教徒を奴榔こできないので，奴旗の篇長

　力増すと，当然その供給源をメ、教徒1こ求めなければならなかったeしかし，＿敦徒でも砺ごを結んだ（つまlimk力‘al1噸では

　なく和約＄Eall｝による｛iY】【む場／，は，イスラム譲徒に秘甕されることになっていた。以上のことを考慮すると，初期の＄il約に

　よる；・1和幾のアラブの｛il三糠活動（ノこDt，1・：はそうでなかったB∫能性σ）方が1，い。轟本玄、誠1初期イスラム時代エジプト税購史の

　研究誰イ幽波∫1ザ，1975，1｝p．3～22．参撫〉と，増大する奴讃S要に応じた滋亥の人教徒からの女煽．獲薪の現献とを1ノ｛的に≦今

　化する手段として，一感の己述において和約遥反に対’する懲1という形が作り繊されたのではないだろうか（ILBrett，　il）ld．

　P．506．・とこ琵戟）。

｛U　185711ドイツ入旅質家｝’1．Barthがブ〈際に同地を方れており，現在のリビアとzaジェール共灘国の境にあるTUIIIIIIO由地の

　ちょうどこ［ヒに角ぎ〔している。この／∫赫物、1｝は，後期のいくつかの文献では，ウクバのスース遠戴に艦びつけられている

　　多くの氏族の名俗において，着馬と水辺は属連が深い。水ゆから竜馬が堤れ，牧馬とズって．駿馬を生むという凌多くの名

　馬12、魂（石閣災一1｛is「天馬の逗jl”挑太1｛｛Sの1賑（1瓶淡社t：lf｛r文庫）醒収・南方1難檎町　一支輪（未‘獅避｝｝の馬の1分を参！鐸，

　アラビアン・ナイトに見られる海馬の舌もこの頬いであるげアラビアン・ナイ］・　12．g萌既信次訳，　p．簿．〔未洋文崖｝警ll

　馬と水については，隷入の鮎求として知られる，ボイオティア地方のヘリコ沼iiにあるヒッ・1クレーネー1｝lil’）pekrc，t’it’：馬の

　呆）が有名である。これは，ギリシャ神fiのペーガソス　砂e慕as⑪s：古代ギリシャ人は，　pe．gfe《謹（源腕とこの。1、を続毒つけぬ｝

　が蹄で入地を蹴って湧礁させた名y！の…つである。ペーガソスはコリントスの彗展ペイレーネーの爵をす螢磁女べ謬たち1こ

　なんで名づけられたとする転承があり，これはエジプトに起源を舜つと若えられる。アビュドス塩C，200餌・嬢霧辱’｝1したエジ

　プト中，1の町）にあるオシリスの最古の神殿は，ベガと旺ばれる」t緊がその，1心となっている　（w．Bza｛lse．　Dw“Siers　an　tlk，Yi；｛，

　1885（rρt，New　York．1977＞p．276．Z！！，i＞Qその他の馬と求に「、」するlfiは，匡i”こ支晦p．107，笏ll｛、，また，馬はその肉｛｛『的能力，

　‘冷・躍な判断力、ltに基づく鎗喩から人ウ1を越えた能ソ」があるとVYえられ（例えば，ケルト．ゲルマンの｝’｛馬による神，よ1こついぐ

　の馬占い），また，時にはこの幾（地．、1二〉とあの匿（天界，死智σ）国〉をつなぐ乗t｝物鞭彗えば，ギリシャのヘリオス．ダン

　ドのスーリヤ（Surlya）の太［材神が乗る申を引く馬，天馬ペーガソス，アジア各地に見られる撃純厨妙1ン｝として，《燐難絃蒙

　徴と考えられていた。ここでの「馬の水」の物漁は．「馬」と「’水」と「イ死」に鵜するL、駅と既｛蕎的1擁がぎな1｝も・ブξいる

　なお，ここでのウクバの返続の山1繕体とアレクサンダー狐虎との褥の頬似韓1についての漉瞬は，Norrミs　ibi｛1．1．）．33．t　Ni

（lec内谷は派によって少し艮なるが，礼拝の一一単f’：のこと。諮しくは解スラ！1典。；墨凡質：p．・欝ゆ．㌻1三

㈲　現霧のフェザーン地方の中心警r市で，史．．！　アフリカ申氏讃からの．1＿　K奴tl頁易の鍵点としぐ骸涜く　ギ趨ん誌露イWにあ’／♪

　た「ザウィーラB（bab　zawτlaまたはzuwayla）j），イスラム匿界各地から鱈人力集まっていた（、，G言・ollillaMl．／　iwllu，獄照

　p．1219．参照〉。八世紀中頃までにはイバード派の中心となっていたらしい（B．G．Martin，　lbid．　pp．欝一三8彦照1。

ll緯　　以」二，　Pl）ユ95－96

｛翻　’Ubayd’Allah　b，　al－｝：｛abl3ab，ウマイヤ」］10代カリフ絹shamのイフリーキーヤ総｛εf｛1二職ま16／73i→｝23／7tO　l二）．

⑳　前汕の‘U⊂由ab．　Nftfi’の．蟹、チで，北アフリカとスペインで戦ったアラブ人の将i，123／7111二に戦タ巳。輝、ゼの蜘麹！

　116／734　1三に行なわれた西スーダンへの遠癒（多か，u地までではなく，境までしか行っていない）についてのものである

　　（Lc）vレProveii〈tal．　Un臓Ouveau　rをcit（le　la　conqミ醸e　da　l’Afr圭que　de曇ord　Par　lt、Arabcs，．k’abiea　i　19S重．　PP．三7一欝．：S，’1’rimili㍉・

　｝lam，｝listory．1）P，16ff，：1董．T．Nerris，7フhe！掬わCσlttiue＄t・qf　ilte　｝！’（　st’vm　Stihct．i’a．　London　l986，　Pl），135ff，勿1訊．

⑳　as－Stis　al・’Aqsaとも呼ばれ，現在のモロッコ南｛♪のr角形：IS：の1地ITfで，　Wa出SOsが流れる、｝員7／7糠1’にllabTb｝〉．聖，k醜

　’L；baydaによって網圧され，イスラムを受け入れる　（筆Lewlckl，　I　LS　oyl．gTines　de　l’lsl翁m〔1εHI　les［1・lbビbei・1）Cl－LS〔撫Sftilal’El

　occidental：Musa　lbn　Nusayr　et　’Ubayd　iXllilh　Ibn　a縫｛al｝13al），　S腺（li［i　lslamica　32圭970，　pp，2㈱一2三4．ち照瓦

（221　アル・バラーズリーの㍉旨国鮭｝jk薫露にはむa監・a麺nとあり，　CorpuS（1），377）は，　Sililmasaを申心Lf｝三むTarja　SanhElja族の

　環能性を述べているが，Noi－1・is（il）id．p．31＞は，　Z‘ンLllJでベルベル族かどうかについても懐疑的である、　Recrtieil（p．6｝はT

　jana（A畑a＞或いはZanata族のli∫能牲を零ミ唆しており，il；源としてベルベル誘カピール方；　ylwe【Lムザーブカ’　ig．・gen，ジ，・、

　ルバカ　‘ljlen（「一・つ1であること！」）をr主；げている、，犠典アラビア1；の／j／は，古代アラビFl　，1；の段隣では罎とノ邑冨され

　ておl！　（｝－1．Blai｝c．　TllL　frontlns　of　th　ct　Straitic”f9’9kaclまll　tt　q　［’ti・矯浦副賦竃pl｛t　ltl．、ral）紅鰹脈バ難ズ《！∫幽翻隅編麟£ご詮瓦鰐》sc｛

　醗Se癬紛灘鞠s，磁dm　1§礁PP．　7－37，り恥，鵜癖は［瞭蜘紅1茎と雀i｛瓢されるt’tところて，イノ～ド唾叛も蹴㍉こ舞1爆

　職魚漁のljnaw〔t．tn＞1・・i，guakvn教数ダa．gn　Ei　“’］と野・ばれる奪購σ）誓盤が薙忍てδる　／ILc．wicSii，　llk2clcs　ib．n｛litcs蹴｝蔭・癬rl織1眠，

　“iarsuw欝55．　P薦2－96．海また，力本ム藩を毒した1畷趣のゴマーふ’A｝）難響瞭頭職b（縁経hξ瞭嶽1諏漁w総｝（凱こは匿訟轟畷｝

98



if麟乏第76－3一多〆

　（800－85G？〉の名荊の」漁WL頗も，1｝源助に同じと考えられTこれらのデ永は，ベルベル箭でスーダーン人（黒人）を意昧

　するgenewa（＞Gu｝肥a，ギニア）と関係付けられる。ハカムのij①anもilP調｛で，多分ベルベル算」形のlli　｝fのLミ写ではないか

　と思われる。囚みに，ベルベル族麟身は自分たちのことをimazighen（単数aBlazigh《誘貴な粛のノk，絹由入》の、訟）と呼ん

　でいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　｛「乳房が一・つしかなかった」というド己述からすぐにギリシャのアマゾン〈通｛鮎蓄；源では，a・’4｛IL　g，　1・－1－　maz（，s・季じづ’し無し＞

　1ム”発が連想されるが．夷際，黒油讃琉地躍fにカ【1えて，リビア　（古代ではエジプト以西0）北アフリカ）もアマゾン族の支擢地と

　考えられていたようで，ヘロドトスやデKオドWス（易に彼は「リビアの女1浅的な女性たち」と呼んだ〉の、己止に散見される

　（人林太長個11留）牙諮ボ1㌔；こ鎌：，1986．の「xi’．ll　N　pp．唄一49彦1照〉。十四翫記頃まで｛こは，一滞のアラブ入もマグリブの

　砂涙の奥地にアマゾン族がfl：むと考えていたらしい（1（｝rris，　ibid．　p32．参1！⇔。アマゾンljiはアレクサンダーとも［縛係するが，

　スペインで流布していたアレクサンダー払説では（ただし．そこではアマゾンの支露己地はイエメンになっている〉，Jammana〔〈

　iljan？〉という名が挾われている　INerris．　lbid．　p．39．含i‘｛1｝：G．G6mez，　C，rn　te．xto　．　1j’a　b（（♪ccidentaldc’αie、’enda　40刈6ゾαπ‘♂70．　Mad－

　rid　1929，　pp．67ff．参ll・，，）aこのことは，ベルベル社会が特にlll代において｛湘性社会であったこと，イスラムになってもその状

　態が続き，他の地域に比べて女性の権利が比較ゴi3麹1搬＿認められていたこと亭と晦遮があるのかもしれない、，或いは，ダホメー

　の女、1，に代表されるような，より奥地のアフリカ部族の鱗羅が訪張されたのかもLれない、

〔23｝　　以韮二　　P．2i7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

m　この他にベイルート版（1379　A．H／19　60，2vols）がある．

｛2t　「ノアの睨い」のM月が明！iくされているが，【｝1約葺i｝　（？iHII己9vl21－25節の記1と珂根。本編1～「li　3・参照。

〔3｝ここでは東海岸を指すと懲われる。この海岸を意昧するsal）ilの複数形（saw韻il｝即ちスワヒリが門有名細」に用いら薯しる

　ようになるのはいつ頃か不閣だが，fglえばIb醗3罎ala（．1377」1二没）の旅fr乱ではMo【nbasaより南の1勧i：地帯がbiliidし父は

　’ar（1）as・Sawalコil！サワーヒルの地〉と睡ばれているようにとれるm

覇　ザンジュの，，Si一源はよくわからないが，「黒」を；甕試味するペルシアJ｛・のkang或はza目gからオミたとする沌が碗力であ樹、そし

　てこのザンジュ｛或はZkaj）とは，アラビフ聾地理it：では多くの場今，　Maqd；s｝霜（三〇世紀1こく5j　h，現ソマリアの自都Mo8譲sc沁）

　を北の境とする海Si地rlξに住む志人を挺然と指す。

｛5｝　　Y烹．ir．，　vol，　i　　　pP，里2－13

｛61バビロンで、財芝の1｝話Lが起こった11≠、セムの玄孫F三ill麟b．‘Abirが入地を分けた麟果の11舌てある，ζvol．　l　p．i7：｝。

（7｝アビシニア人を指すことが多いが，ここでは，ヌビア人，ベジャ人，ザンジュ人も今み，アフリカil頃1の黒人をスーダーン

　人とtiう0）に対し，醤葦泌の懇、人をハバシャ入ど’っているようだ。尤も煎拘潜ではクシ藷とカナーンの画g・孫となっている。

　そして10匿紀のat－’9abarlの匿界史には，　NVahb　b，　Munabbih（728年或は732竿汝｝によるとして，クシュのチ孫はハバシャ人，

　シンド入，インド人，カナーンの∫・・孫は黒人，郡ちヌビア入，フェッザーン入，ザンジュ人，ザガーワ人，全スーダーン入質．

　とある　（Ta　’tihlt　1／1，｛）．2k2，　Leiden．王96の。

（8｝現スーダン北果講，ナイルと譲海の醐に住み，アブ1］・アジア議族北方Cushlticを．1屑遊牧民，

19　ハバシャ（アビシニア）入とは層なるが，不明。ここではトリボリーチャド・｝レートに従って．氏嫉名や地名が東から西へ

　列摩されている（．Lorptis，　p，377）ので，ザガーワよ｝1｝西となるのではなかろうか、　al．Khabs．　hや，　al・1．hbas（？1との謹みが

　ある，

｛llO｝J，ムlar（1足叢al・tはハウサランドド1に，　KゆbdとMatveevは特にKat．sina（現ナイジ．T．リア中北1紛に当たるとする｛1）le　8q｝hl・

　Sanimlun9．　P．　CV至至，　Arab　istochniki，　P．364），

（IM　J．撹．　CtlOCEはal－AlirLi、vlyv勲と読み，後油するこのal．y　i’q“blの地理古i’lil々．1に，1．uwata族（ベルベルぎ1のtt支族と

　して登場するXhra、Vllと1’］卜…桟する　（RecLieil．　p，lt2），，

i12　R．Matmyは堤ニジーT．一ルrSttiL］iJS　XgadtSの爵」西にある水源：1．ミrundet　lこ」ーヒEしている　（’圭’al｝！au．　p，！l39）、，

（Bl以1．，　voLl　pp．216－17

脳　インドの西扁Kad｝iwa碧・半」’，1こ当たることが多い。

（1、｝海に通して搬しているという．試味。

1！hl　最も東にあるものという、よ味、、
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サハラ以南に閣するアラビア語食練11

僻　チャド湖北末羅‘。11世配後半からは王口娼としてZaghawaにとってわかる。

（1＄　Marq毛1artはKtikuraと読み，　KaΣ1ur1護のkoa　kftra「｛1次な人」と関係づけている（｝ll∫考娠態　p．LXXIX）。　Ka・karahとも；ノ1ま

　れている。

⑲　T．Lewickiは恥w苧1n（？）として，現代のハウサ入と一致の可能鷲を示す〈Arabic　Externai　Sources　l）．23）。恥¢諭．

　三｛awdh（1＞n（！）．9awφfn（？〉とも繭まれている。

㈱　字蔀はMall；II国に九11つMa｝iake族の初鰯の族長閣とii」］じだが，本文中の地理的位羅や内亀チから見ると．夫なるものであ

　ろう。Marquartはベルベル讃のimeliel「臼い」とのi．．ligも考えている（前耗」古　p，XC嚢〉”

⑳　Mai－NS；asi．難ちヨ三XSi・fisiではなかろうか。雑ayuslとも，，）己まれている。

㈱　1露述のa繊．b．s．と擁じ（｛：9）か。　Marquartは更にal・Kl｝ashinaと読み膵え，ハウサランドのKat　tsinaに比疋しょうとする

　　　（事ll∫餐」蕎彗：　P、XC鼠Do

i23　Thabrrと読まれることが多いが，漁rquartに従えば，1〈atsinaの町となる（渥上）e

（24）Maraki｝と。元まizることが多いが，　Marquartはハウサii｝のmai・rako「指瑠者」としている憾鵜占　p．XCIX＞藁

鋤　lll∫述のal・Marawiyy甑（1，1：11）の複数語尾の取れたものではなかろうか。艇しCuoqはM¢言・a、vaと読んでい駆

齢　al・1：iayaと涯まれることが多いが，　Mavqt｝artは’ra・kadd蕊とplLみ替えている　嫡煽霧　p，C｛X海Slljち，9X　：・ジュールぎ1｛；

　Agadesの北西にあった扁の町Takadda（親Azel｛k？）としている。

②7｝Mm・danaと読めるが，　KubbelとMaWvevは爾述の1　laraRda　G三12＞とする　｛離為tst　§．37鵜。

1紬　al・Llarbarと‘髭まれることが多いが，　Mat’quartはal－｛azbinと‘，£み騒藍え．　A痴lne騨ち堀ニジrルゆ1｝の出露地’爵．としてい

　る　〈嫡拘1㍉：　P℃XVI＞。

凶　ベルベルの三大支族の一つとされるSanhaja族だが，ここでは，酒サハラの広域の往む彼らのある刻翫

繍　tViarqtlartはTiδhkarin，　Tighrarinとi，♪芒み，アルジェリアのサハラ砂碍こあるGyrarオアシスとしている鰯輪1馨f　l）p．CXV

　fl－CXV　19）。なお，しばしば比冠されるTalcror，即ち，セネガル，1【下流の境Fou魚To竃・o　lこあったarokoior人の国とは観なる・

制　撹arqし【artはaz－Zanatin（即ちベルベルのZanata族）と曜み麹えている（醇掲書　p．CXIX＞。そのままでは鍛Za｝aξ融払ずL

　める。

｛3M　MarquartはAzwar（即ちモロッコ南猟｝il，　Wadl　Dar’aの南にある出1とii）Lんでいる〈麟も1至：p．CXXII！

鵬　不明。Baqar雛他の；、）ξみ方がある。

B＃　1’riniimghagnはAmg［漁琳或はAB撚raの切れた形かもしれぬと『’う　（騰story．　p．51｝　｝糞屑’は現マリの〔恥離蝋箋c獣3の瞬と慰

　われ，後者はマリ中南事のffomboriに姥紅されているt，

（3r｝）Maunyは，現マリ勘撫魯［I　Se暮o駐から28km，　xジェール翔左岸のSamaに比箆する　（Tab！au　p．i26｝。

腿　以．紅，vol．　l　pp，219－20。いわゆる「帝錘b，ここではGhaRa．　Gao（Kawkaw＞．1〈、mem（Za爆｝awa｝の三三つと，それら1こ赫軽

　する複数の首長照或は三鷺製という，据アフリカにおける政治醗織の…パターンを伝えているIC．1｛．A．｝b，6671。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xfl

｛1｝　　4琶三をこ，　1blt　Coteibas　l’landbttelt 　der　（lesご轟禽ゴじま8，　ed．　F．、Vastettfe｝d．　GOttingen　1850ズ｝tある。

②　七匿紀の中頃イエメンに蕉まれ，サナー（San’fi）に住み，110／728－9または114／732－3年に没した。多くの薯誓を残した

　らしいが，殆ど現存しておらず，タバリー，マスウーディー等の後illの文献1謬闇されたものだけである・ただし．尉llの磯

　環には1｛i所の疑わしいものの多くが彼に帰せられる傾瞬力楠1），注意を藁する瞭oro轍z，“ral］b　b．　i　ltmal）bih，　EI　IV．p．1．1．73－

　75．書1｛．り。もし，ここの，，L　II・が蕉しく彼に帰せられるとすれば，アラビアii文蹴で報初のまとまったアフリカ民蕨｛掘こザガー

　ワ）の乱述となる。

纈　この督己述の前にクタイバは「ハムの醗い」の原因となった1漏、鍬こついて述べているが，｝utl：の；己述と幾ノナ與なる．轟に「カ

　ナーンの父（＝ハム〉は醗われよ。そのJ：：入の兄弟〔罵セムとヤペテ〉の奴康となり仕えよ」というノアの一索は，院いび）匿

　接の対象をハムと述べてXi　｝），再1：と報連する。　G．Lecomte（Les　c舶乞iQns　de　l’Ancien　et　du　Nouveau　Tevtaments　cians　roeミ1vre

　（1’lblt　Qtttayba，　Arabica　l958．　pp．34－46．）によれぱ，クタイバの全を二作中，1｛酵からの引稽は．ムナッビフからのものが献も

　多いのだが1明承されていない『｝藝分も台めて｝，聯にはユダヤ系響掻，聡存しないアラビア購累繍澱蓑：1鷺い1霊磐興，｛｝典を9

む波駄告｝，シ琴ア♂面こ（或いはアラムξ［〉藝tい言：からの引灘がみら凌もる。彼はギリシャ槻轟こからのII妻接の嶺鳩については

　K疋的である。また，イスラムの証統鉱承を支欝するために，三呈毒時イスラム搬界で洗布していたものの方を熱誉搬鱗こ滋掛した

匹

IOO
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　ようである。ここでの記述は，ヤークービーやハカムのものに比べると，「呪われたハム＝黒人」の構図がはっきりしている。

翰　Arab．　istochniki（1）．21）1よqar激と競み，カイ“版（p．26）はq［a｝zz知とし，異本のgh〔a］ziinを挙げている。　CorPLIs（p．15）

　はqazanと読み，タバリーに見られる岡様のリストからさらにfazz額（フェザーン）とすべきであるとする。　AKA（p，12＞は

　quran（qoran＞と読み，実際には／gOran／と発脅されだものの転写であるとし，後世のレオ・アフリカヌスの記述から，　Daza

　のTebu族幽部を指すとする。　Recuell　k）．1＞も岡意見であるが，　qar’anと談んだほうがよいとしているc，撫典アラビア語の

　／q／は，現代方讐では図．｛g｝i｝．［？1等となっているが，古代アラビァ語では／k／，／g（　・jl／の強調帝化（emphatics　：pharyngea　liza．

　tiol’10r　glottallzation？〉された対’立帝素として機能し，異費に［G］を有していたと推定される（1’1．Blanc．　ibid．．　M．Rodinso：1，

　Sur　la　prollonciatigll　du　q話f　arabe，　D．Cohen　ed．，酵elanges　iMarCel　Co1｝en，　The｝｛agtle　l970，　Pl）．298－319．参縦｛）。

［5）　　隻リ、．3二，　P．26

｛6）5ayf　l）．二）h’f　Yazan．ヒムヤ）Y　Ji三家のヨ三子で，サーサーン朝ペルシアの援護によってイエメンをエチオピア支瀧から解放した。

　以後，ペルシア雄帝により彼の他の三Eに叙せられた。570年曖と考えられる彼のxチオピア入に雄する勝覇の物語は，イスラ

　ム時代に入ってからも語り伝えられ，罫サイフ・プン・ズィー・ヤザン物語ぐSrrat　Sayf　b．｛）hr　Yaza匡｝准とv・う一群の英雄物

　語を雄み撮した。「異教徒エチオピア人（篇黒入＞」に対する勝利というテーマは，特に初期σ）イスラム教徒による征服活動の

　時代においては，異教徒に短する勝利の象徴という意味もあったために，アラブ世界全体に流腐した。実際，十灘匿紀のカイ

　mでまとめられたものによる現在の流布本では，イエメン対’エチオピアというよりも，イスラム教徒サイフ対繊教徒（黒人）

　という構図がクm一ズアップされており，アラブ世界の鍵衆レベルの「黒人観」を知る重要な資料である。また，圃物語には．

　民衆のイスラムの姿が焦き撫きと描かれており，その分野の重要な資料でもある　（R，｝）aret，＄ayf．　b．　DhτYazan．　EI～整pp．71～

　73．：K．Petr“deckt　Volksttlmliche　Literatur．｝｛．（｝iltje　e（圭．　C）nintlriss　det’ai’a．bischen　f）itiioios，i．e、、V三〔・sba〔len　1987，　pp．228－41．参∫1員〉、）

｛7｝ボスロー一一椴く在泣531～579年）のことc、サーサーン朝ペルシア鍛大の三1三とされ70　．。

18．｝ユダヤ教に改籏した鍛後のヒムヤル黒ズー・ヌワース（1）htt　Nuw舗：聡三獄487～525年1によるナジュラーンのキリスト教徒

　虐殺に対して，ビザンツ難帝の要講を受けたアクスム；1三麟は，イエメンに幽兵し．ズー・ヌワースを殺し，その後，イエメン

　を支配した。この支醍に対して，象の年1570年）の数年後，ヒムヤルヨ三家のサイフがサー号一ン朝の軍纂援助のもとに彼ら

も解放した拠実を指す。

｛9｝　ダイラムはカスピ海葭1顕1葉の由・｝蚕量地帯の古名で，そこの住民は駿険な地所のため閉鎖的社会を形1戎し，アラブ笹服後も，容

　易にイスラム牝しなかった。露語はペルシア語の一・分派である。九i願慰後半よりサイド派の布教によリシーア派に改宗するも

　のが増加し，イスラム化された。サー号一ン朝時代から忍耐強い強健な隻：1：：として有勲で．各地で傭兵として使われ，トルコ

　入と並び称されるc，

（10）ここでは，スーダーン人がハバシャつまりエチオピア入を指している。塞来，アクスム三illlX，1も縦じ爾アラビア灘系のセム藷

　を話す南アラビアからの移佐者が劔った國であり，エチォピア鱗からイエメンに対’する態度は，ソロモンとシバの女三1三の子供

　をその始根とする伝説にも見られるように望郷的なのに対して　IK．Ullendorf，　T’ie　1！，）tit・iepians，　Oxfoi・d　1973：i，　pp．62－68、参照），

　イエメン側からのものは，イスラム教対キリスト教（ペルシャ対ローマ［篇キリスト教1も含めて）という対立の構図もあっ

　て．複雑である《，ただし，ゲーズ講起源のアラビア請の澱（ll．　Uilendorf、　ibicl．、　p，48．：Tb．　Nt5iCleke，　Lehnw（｝rtev　in　und　aus　dem

　Athiopischen，　NeZteβ鵡｝πg‘・Zttr　se｝｝tittscheπS♪rα〃1癖sε8，z∫ご・；εψ．　Stl・assbUrg　l910，　Pp31－66．参照）や，ムハンマドの教友たちの

　一蔀がメッカかij　」：チオピアへ避難したという伝承等から糊訴すると，両者隣1で入や物資の紘来はかなり盛んであったようで，

　アラブ貼雰が得たアフリカ情報の一つの重要なルートであると讐える，，

｛1　il以烹，　P，664
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